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「ま・なびの杜」では夏号から、カルチャーネット参加

団体による座談会の様子を掲載し、各団体の現状などに

ついて紹介しています。第４回目となる今回は、鹿嶋市

まちづくり市民懇話会、鹿嶋市まちづくり連絡協議会、

鹿嶋市役所市民協働部の各代表に「これからまちづくり

を推進していくために、どのような活動を展開していく

か」について話していただきました。 



大川）それでは、本日は市民懇話会の下鳥会長、連絡協議会の市田

会長、市民協働部の前島部長の３名にお話いただきます。今回

のテーマは「市民協働のまちづくり」ですが、その中でもそれ

ぞれの団体の設立理念と、これからの活動に対する思いについ

てお話ください。それでは、市民懇話会の下鳥会長からお願い

します。 

下鳥）まちづくり市民懇話会は５年前に発足した団体で、発足当時

はまちづくり中央委員会という名称でしたが、諸事情があって

市民懇話会となりました。 

以前、市報かしまの中で内田市長が協働のまちづくりへの取

《 団体データ 》 

［名称］ 

［事務所所在地］ 

鹿嶋市宮中4631-1 

℡ 83-1551

［設立年月日］ 

平成15年2月28日 
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▲会長 

 下鳥 偉三夫  氏 

［主な活動内容］ 

 

り組みについて「まちづくりを推進するために市民が中心になるという形を整え、政策と一致させて

いくというのが私の発想の原点となっています。」とコメントしていましたが、そういった思いを受

けて生まれたのが市民懇話会だと思っています。これまでは行政が市民の要請を受けてまちづくりを

進めてきましたが、これからは私たち市民の活動を含めてまちづくりが進み、地域が良くなればいい

なと考えています。 

大川）ありがとうございます。まちづくり市民懇話会は行政と市民それぞれができるものを見極めなが

ら、まちづくりに参画をしていくという難しい活動を期待されていると思いますが、それは次のテー

マで語っていただきたいと思います。では、次にまちづくり連絡協議会の市田会長お願いします。 

市田）従来、公民館を核とした地域活動は、市の職員が中心的に企画をしながら市民参加による運営委員

会というものを組織して活動をしていたのですが、市民自らが企画・運営をしていこうということで

地区まちづくり委員会が発足しました。 

その際、市内の全地区まちづくり委員会を束ねて、それぞれどのような活動を展開していくか、地

区の特色ある活動をどのように進めていくかについて情報交換をするとともに、まちづくり市民セン

ターとの連絡調整を図っていきましょうということで設立されたのがまちづくり連絡協議会です。 

大川）市田会長のおっしゃるように、市民の主体性を全面にだしながら、行政はそれを支援していく方向

へ転換できないかということで活動していただいているわけですが、次に行政としての考えや市民活

動への期待について市民協働部の前島部長からお話いただきたいと思います。 

前島）市役所内の市民協働のまちづくりを推進するセクションとしては市民協働部がちょうど５年前に立

ち上がりました。現在、市民の皆さんの要望は多様化してきています。そのような中で、最終的には

地域自治をしていただくことを理想にしながら、当面は行政と市民の役割分担を明確にし、市民の皆

さんの意見を生かしてまちづくりに反映させていきたいと考えています。そのために、まずは市民の

みなさんが地域活動に取り組めるよう、拠点となる活動の場、公共施設の整備をしていきたいと考え

ています。 

また、地域活動のリーダーの支援も行政の重要な役割だと考えており、まちづくりセンターを地区

の拠点として、まちづくり委員会の方たちが中心になって地域の要望に応えていけるように、市民セ

ンターで研修等を実施しサポートをしています。 

 

大川）次は現状の課題なども踏まえて、これから先の方向性について、どのような将来構想を持っている

のか、下鳥会長からお願いします。 

下鳥）大変難しいテーマだと思いますが、キーワードは「楽しめる」ということだと思います。ただ、自

分が楽しむことと、独りで楽しむことは違うと思うんですよね。誰かが楽しむのを見て、周囲がそれ

に賛同して仲間が増え、一緒に楽しめる市民活動になるのであって、自分の考えばかりをあまり強調

しすぎると市民活動にはならないと思うんです。今、世の中を見てみると、個人個人としては満足し

ているけど、全体としてみるとまとまっていないというか、形になっていないような気がしますね。

あまり気負わずに、まず自分が楽しんで、仲間を作っていけばいいのかなと思います。自分に何がで

きるのかを考えるだけで、やらなければ地域は全然良くならないので、何か考えたらぜひ行動に移し

てしていただきたいです。 

それから、最近思うのですが、「あれはダメ。」という「ノー」の言葉をよく使うようになってい

ることが気になりますね。ダメというだけじゃなくて、理由とか代案を出して要求に応えるように努



大川）次は市田会長お願いします。 

市田）市民からの要望が非常に幅広い中でコミュニティの核をどう

やって作っていくかがこれからの課題だと思います。現在は生涯

学習的な活動を中心にやっているわけですが、これからは地域住

民がある程度同じ方向をみてもらえるような活動をしていく必要

があります。各地域にはそれぞれ特色があるので、全地域が同じ

というわけにはいかないと思いますが、各地域の中ではみんなが

同じ目標に向かっていて、公民館にいけば仲間がいるっていうよ

うな活動展開をしていき、自分の地域をおらが地域だと思えるよ

うな活動を目指したいと思います。それを行政の手ではなくて自

分たちの手で見つけ出していくことが将来に向かって取り組む内

容だと思いますね。そのためには、イベント的な要素を取り入れ

るというよりは、みんなが求めているものを集約して、地域とい

大川）それではお二人の話を受けながら、部長の方から両組織、それ

から鹿嶋市の未来についてお話いただきたいと思います。 

前島）今日は懇話会と連絡協議会の会長にお話を伺いましたが、両団

体が担う役割というのは、これからのまちづくりにおいてはま

すます大きいと思います。これからの活動は組織間のネット

ワークを心がけ、「声かけ運動」や「子どもの環境づくり」な

どテーマを決めて、それを共通で認識できるネットワーク組織

を作っていきたいというのが夢ですね。 

それから、我々行政職員は市民活動団体の皆さんが生きがいや

満足度を十二分に感じられるような環境を整備していきたいと

思っています。分離型社会に向かっている日本では、これから

ますます「市民力」というものが必要になってくると認識して

おりますので、引き続き活発な活動をお願いしたいと思います。 

大川）市全体として共通のテーマを掲げて活動をしながらも、地域ごとに特色ある活動を、みんなで楽し

みながら続けていくということが大事ということでしょうか。今日はありがとうございました。 

 

 

▲会長 

 市田 信道 氏 
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（※座談会は平成20年3月に行なわれたものであり，役職等は座談会当時のものです。） 

う小さい単位ごとでまとめていくというのがこれからの方向性なのかなと思います。連絡協議会として

は、周囲との情報交換を密にしてよりよい自分たちの手法を確立できればと思っています。 

大川）戦後の高度成長期において、市民生活の大部分を企業と行政が担ってしまい、いわゆる余暇の過ごし

方まで企業や行政が面倒を見てきたという経過がありはしないか、その中で「側溝の掃除や除草作業な

どは、ボランティアじゃなくて当たり前の事だという市民自治のような感覚が高度成長期の中で薄れて

きてしまったのではないか。」という学者さんもいらっしゃいました。そういうことも背景にあって今

のお二人の話を伺うと、市田会長がおっしゃるようにイベント型だけじゃなくてテーマをもった継続的

な活動が必要ということも地区まちづくり委員会の１つの方向なのかなと思いますね。 

市田）少し補足させてもらうと、自分の故郷の自慢ってありますよね。そういうのを自分たちの地域の中で

育てて、みんなが共通して私たちの地域はこれが自慢だよと言えるような取り組みができればいいのか

なと。その中で地域の自慢をし続けるためには継続的に活動を続けなければならない。そのことを地域

の人たちに感じてもらえるような活動ができれば、自然に動き出していくんだろうと思いますね。 

現状は市全体で同じことをやろうとしているので、もっと地域密着型でいいと思います。みんなが同

じ方向を向くという事が絶対良いとは言わないけれども、同じ地域に住んでお互いに声をかけあってコ

ミュニケーションをはかるには、共通したものを地域ごとに持ってみんなで支えていくということが大

切なのかなと思いますね。 

▲部長 

 前島 達男 氏 

［主な業務内容］ 

○まちづくりの推進 

○生涯学習活動の支援 

○市民団体および市民活動の支援 

○市内公民館の管理 

《 部署データ 》 

［名称］ 

 

［所在地］ 

鹿嶋市平井1187-1  

℡ 82-2911(代表） 

［設立年月日］ 

 平成15年4月1日 

めれば、お互いに楽しくなって、活動が活発になるんじゃないかと思いますね。そんな感じでこれか

らやっていきたいと思います。 

［主な活動内容］ 

 

《 団体データ 》 

［名称］ 

 

［事務所所在地］ 

鹿嶋市宮中4631-1 

℡ 83-1551 

［設立年月日］ 

 平成17年11月4日 



4 

平成２０年５月１日発行 NO.８  カルチャーネット情報誌  

文化・教育・環境 

スポーツ 

文化・教育・環境 

スポーツ 

文化・教育・環境 

（5月～7月）  ※詳しくは各団体連絡先(P.6参照)までお問合せください。 

スポーツ 
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カルチャーネット団体から 

の募集とお知らせ 

E-mail nk21office@sopia.or.jp

イベントカレンダー記載事業参加者募集中 

これから犬を飼う予定のある方，飼いたいと思っている

方へおすすめの1冊です（成人，子ども）。 

すでに犬を飼われている方もぜひ１冊、愛読書にどう

ぞ。（カラー４５頁，市販されていません。） 

一口300円のご寄付をいただいた方へお譲りしていま

す（内訳：印刷代２４２円）。 

《普及にご協力いただける方も募集しています。》 

 

[問]犬猫を捨てない街をつくる会・麻生さん 

   TEL/FAX 0299-82-2554  

[開館曜日] 毎週日曜日 13:00～16:00 

 

[問]かしま環境ネットワーク・エコ広場 

   TEL/FAX 82-5072 

◇ＫＳＣ会員募集 

KSCスタッフ・会員募集  

かしま環境ネットワークはエコ広場で環境に優しいＥＭ

ボカシを販売しています。使い方が書かれた資料も無

料で配布していますので、興味のある方はエコ広場まで

お越し下さい。 

[物] EMボカシ（ ） 

[費] １ｋｇ200円 

[問]かしま環境ネットワーク・エコ広場 

   TEL/FAX 0299-82-5072 

第12回 鹿嶋市美術展覧会 
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カシマミュージックフェスト2008 

2008.6.28  

◇出演団体 

（吹奏楽） 

（和太鼓） 

（合唱）   

（バレエ）  

（管弦楽）  

◇曲目 

◇お問い合わせ 

〒314-0031 茨城県鹿嶋市宮中4631-1 

まちづくり市民センター  電話 0299-83-1551 


